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研究成果の概要： 

 近年、欧米を中心に睡眠呼吸障害の健康影響が注目されている。しかしながら、日本における睡眠

呼吸障害の疫学研究は乏しい。本研究では睡眠呼吸障害の健康、特に高血圧、糖尿病への影響を

中心に追跡研究により検討を行った。本研究の結果、日本人においても睡眠呼吸障害は高血圧・糖

尿病発症へ寄与することが明らかとなった。ただし、高血圧への影響は塩分摂取や多量飲酒などの既

存の危険因子の影響が大きいと考えられた。 
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１．研究開始当初の背景 

 1993 年米国において、Polysomnography 

(PSG)検査による睡眠呼吸障害（SDB）の頻度を

測定するという研究デザインで、世界で初めての

大規模集団における SDB の有病率が報告され、

その知見が我が国の SDB の有病率の参考値と
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して広く用いられている（N Engl J Med 1993; 

328: 1230-1235）。また、SDB と循環器疾患との

関連を定量的に分析する試みは、欧米諸国を中

心として、最近報告され始めている。米国の

Nurses’Health Study において約７万人の看護

師集団を８年間追跡調査することによって、従来

の高血圧の危険因子を調整した後も、「いつもい

びきをかく者」は「かかない者」よりも高血圧発症

のリスクが 1.6 倍高まることが報告されたが、我が

国ではこれまでこの種の疫学研究は行われてい

ない。さらに米国において約 7,000 名の住民に

PSG を実施後、追跡調査を行うデザインで Sleep 

Heart Health Study (SHH 研究)が進行中である。

SHH 研究中の約 700 名の４年間の追跡調査から

PSGによってSASの重症度と高血圧の発症リスク

が相関することが明らかにされた(N Engl J Med 

2000;342:1378-84)。しかし、我が国における成

績は無く、日本人に多い脳卒中の発症予知に関

しては国内外ともデータが未だない。米国に比

べて虚血性心疾患は少なく、脳卒中が多い我が

国において、米国での研究成績がそのまま日本

人に適用できるかは疑問であり、今後の予防対

策を進めていく上でエビデンスとなる日本人の成

績が不可欠であるため本研究の実施は急務で

ある。 

 

２．研究の目的 

本研究では、地域住民および勤労者からなる

大規模一般集団を対象に、睡眠呼吸障害

(SDB)の有無、重症度、自然経過ならびに SDB

への治療的介入が、高血圧、糖尿病、肥満、メ

タボリックシンドロームの発症や進展に及ぼす影

響をコホート研究によって明らかにするために

下記の研究を実施し、研究成果を発表した。 

 

３．研究の方法 

（1）SDB と高血圧・糖尿病に関する縦断研究 

2001～2005 年にパルスオキシメトリ法を実施

した 4,398 人を平均 3.3 年の追跡した。 

（2）SDB と高感度反応性蛋白(hs-CRP)、心房細

動、耐糖能異常、メタボリックシンドロームのそれ

ぞれとの関連に関する横断研究 

パルスオキシメトリ法を実施した 36 歳から 60

歳の地域住民に対して、健診時に hs-CRP、イ

ンシュリン、血糖値の測定および標準 12 誘導心

電図などを実施した。 

（3）フローセンサ法を用いた SDB 検出に関する

横断研究 

フローセンサ法を用いた SDB の検出アルゴリ

ズムおよびフローセンサ法による SDB 検出に関

する特性を調べた。 

 

４．研究成果 

（1）SDB と高血圧・糖尿病に関する縦断研究 

SDB の重症度に応じて、年齢や体格などを考

慮しても糖尿病の発症が有意に多かった（投稿

準備中）。高血圧の発症は年齢のみ考慮した場

合は有意に多いが、さらに体格などを考慮する

と関連は認められなくなった（投稿準備中）。 

（2）SDB と hs-CRP、心房細動、耐糖能異常、メ

タボリックシンドロームのそれぞれとの関連に関

する横断研究 

頚動脈エコーにおける内膜中膜厚の増加と、

メタボリックシンドロームの判定要素である High 

density lipoprotein 低値および高血圧の進展と

の関連（雑誌論文 1）を、トラック運転者 1,465 人

を対象に行った研究では当日の飲酒量の増加

と SDB の重症度との関連（雑誌論文 4）をそれぞ

れ見出した。さらに、地域住民1,763人を対象に

行った研究では、SDB の重症度が増すに従い

心房細動の有病率が有意に高いこと（雑誌論文

6）が認められた。 

SDB 値と血圧上昇との関連について調査した

結果が下記の各誌に掲載された。対象者はそ

れぞれ地域住民（雑誌論文 3）、トラック運転者

（雑誌論文 7）、交代制勤務者（雑誌論文 8）であ



  

る。 

SDB と hs-CRP との関連を検討した結果、多

変量調整後の hs-CRP の相乗平均値は男性で

は SDB なしで 0.63、軽症 SDB で 0.67、中等症

～重症 SDB で 0.68（傾向 p=0.03）、女性ではそ

れぞれ 0.59、0.61、0.67（傾向 p=0.009）と有意

に高くなる傾向があった。 

（3）フローセンサ法を用いた SDB 検出に関する

横断研究 

フローセンサ法による SDB 検出に関する特性

（雑誌論文 2）、フローセンサ法による妥当性（雑

誌論文 5）をそれぞれ報告した。 
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